
 

 

 

特定非営利活動法人 

神奈川県障害者地域作業所連絡協議会（省略名称：県障作連） 
 

昭和５３年７月、障害者地域作業所（当時、全国では小規模作業所・福祉作業所と呼ばれてい

ました。）１１か所が集まって発足しました。 

 

平成２２年４月、特定非営利活動法人を取得。 

 

 

 

法定外での活動であった障害者地域作業所は、「障害者総合支援法」に基づく地域活動支

援センター、個別給付事業所に移行しました。県障作連は、非営利で小規模な障害福祉サ

ービス事業所等が地域において互いに連携し合い、障害福祉関係機関・団体、地域社会等

と協力し、障害者の視点に立ち、地域における社会福祉の推進を進めることを目的として

います。     

 

 

          
 

１、小規模事業所等支援事業 

地域活動支援センター等の小規模な事業所における事業所内での利用者支援にとどまらず、
地域住民の障害者理解の促進と障害福祉の充実につながる地域支援力を高めるための取り組
みを支援しています。 

(1)小規模事業所等支援 
小規模事業所における事業所内での利用者支援にとどまらず、
障害者理解の促進と障害福祉の充実につながる支援力を高める
ための取組みを支援しています。 

(2)企画、組織強化推進 障害者の地域における課題に対し関係機関との協議等を行い、
とりまとめをおこなっています。 

(３)調査・研究 

｢地域であたりまえに生きたい｣という障害者や親たちの切実な
願いを、ボランティアや地域の人々と共に支える拠点事業所の
発展にむけて関係機関等へ要望及び提案内容の検討を実施して
います。 

(4)研修会開催 独自や関係機関、団体との共催で研修会を開催します。 

(5)地域連携助成 地区内での連携を推進するために助成を実施します。 

(6)情報提供 
ア．機関紙発行 
イ．地域啓発事業 
ウ．情報の提供： ＨＰ及びＦＡＸ等による情報提供 

２、はたらく（生産活動）を支援事業 

障害福祉サービス事業所等は、障害者が日中活動をする場、社会参加の場として位置付けら
れています。障害者が個々の個性を活かし、創意工夫をもって作業等（自主製品作りや下請
け加工等の作業）から得た収益は、障害者にとっては誇りある収入になっています。この事
業所間の連携による活動の拡充や地域で独創的かつ地域文化のある活動の充実に向けて取組
を行っています。 

 

★ 目指す方向 

★ 事業 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1577420854/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cudGVtcGxhdGViYW5rLmNvbS9nb2xkL2NyZWF0b3JzL2RsaS5hc3A_aWQ9MDUyXzAxNDk-/RS=%5eADBWC38UCVDtXCoyKPLsggr0MAD1uM-;_ylt=A2RinFu1NgRe20EAqSaU3uV7

